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８・９月 行事予定 ※変更もあります 

日 曜 朝 学校行事  

25 木  始業式 12 時下校 AET  

26 金  給食開始 身体測定 6 年  

27 土    

28 日    

29 月  
夏休み作品展～31（水） 
身体測定 5 年 SSW 

○ 

30 火  短縮５限授業 身体測定 4 年  
31 水  クラブ 身体測定 3 年 PC サポート  

1 木  身体測定 2 年 AET  

2 金  
身体測定 1 年 プール最終 
5 年着衣泳 880 万人訓練 

 

3 土    
4 日    

5 月 石拾い 運動会特別時間割開始 SSW ○ 

6 火  PTA 運営委員会  

7 水 石拾い 委員会  

8 木  PC サポート AET ○ 

9 金    

10 土    

11 日    

12 月  SSW 教育相談 AET ○ 

13 火  AET  

14 水  クラブ AET  

15 木  AET ○ 

16 金  PC サポート AET  

17 土  
吹田市子ども科学作品展～19（月） 
とよにサタデー 

 

18 日    

19 月  敬老の日  

20 火    

21 水  
5 限授業 1・3・5 年運動会全体練習 
PC サポート AET 

 

22 木  2・4・6 年運動会全体練習 AET ○ 

23 金  秋分の日  

24 土    

25 日    

26 月  全体練習予備日① SSW  

27 火  全体練習予備日②  

28 水  
6 年運動会のための活動 
1～4 年短縮 5 限授業 

 

29 木  AET  

30 金  短縮 6 限授業  

９月の学校納入金振替日は９日（金）

です。２２日（木）は予備日です。 

PTA 会費のみ８・９月の２か月分と

なります。 

 

 

運動会     10月  1日（土）    ６年修学旅行  11月  9日（木） 

運動会予備①    10月  2日（日）                ～ 11月 10日（金） 

代休            10月  3日（月）    ４年連合音楽会 11月  9日（木） 

後期時間割開始  10月  4日（火）    音楽会      11月 25日（金） 

運動会予備②    10月  5日（水）    個人懇談      11月 28日（月） 

６年陸上大会  10月 20日（木）                ～ 12月 2日（金） 

２学期終業式    12月 23日（金） 

教育相談実施日 

9月 12日・10月 24日・11月 7日・11月 21日・12月 5日・12月 19日 ※いずれも月曜日 

太陽 

★夏休み作品展保護者鑑賞日（時間）★ 
８月２９日（月）・３０日（火） 

１２：３０～１６：３０ 体育館にて 

○●○９月の生活目標○●○ 

「廊下・階段は右側を歩こう」 
校内のルールを守り、みんなが安全に気持ち

よく過ごせるようにしましょう。 

２学期の主な行事 

 

２学期が始まりました。 

 運動会、音楽会、６年生は修学旅行など、大きな行事がたくさんある４か月です。 

 コロナの状況によって、どのような形で実施できるか、まだはっきりとお伝えする

ことはできませんが、できることをできる形で行うつもりです。 

 保護者の皆さま、地域の皆さま、引き続きのご理解とご協力をよろしくお願いいた

します。 

 

 さて、１０日前の８月１５日、あの戦争が終結して７７年です。日本では「終戦記

念日」や「終戦の日」とよく言われますが、過去の法律では「終戦日」とされ、昭和

５７年には「戦没者を追悼し平和を祈念する日」として閣議決定されたそうです。 

 ともあれこの日は、１９４５年（昭和２０年）、当時の大日本帝国政府がこれ以上

戦争を続けることができないということを認め、戦争に負けたことを受け入れ、昭和

天皇が戦争の終わりを国民に告げた日です。戦争の開始については様々な考えがあり

ますからここでは述べませんが、世界中で大きな被害、多くの犠牲があった、たいへ

ん悲惨な戦争であったことに間違いはありません。犠牲となった人は世界で６千万人

から８千万人、日本でも３百万人を超えると言われています。 

 

７７年。当時を語れる方はそう多くはありません。 

 ２５年ほど前に他界した僕の祖父は戦争に行っています。背丈がそれほどでもなか

ったため、乙種合格で少し遅れて徴兵されました。陸軍に配属され、戦地はマレー半

島（今のマレーシア、タイのあたり）。 

 二等兵に始まり、一等兵、上等兵と進級し、終わった時は曹長だったそうですが、

伍長になった時がいちばん嬉しかったそうです。というのも、それまで上官による体

罰・暴力がひどかった。戦争そのものの前に、軍隊内での日常に恐怖があったそうで

す。祖父は「毎日しいはいどった（出雲弁：傷からジュクジュクと汁がでていること）」

と言っていました。伍長になった時にすぐ思ったのが「ああ、もうこれで叩かれるこ

とはない」だったそうです。 

 戦争の中で、３度ほど死を免れることがあったと言っていました。ひとつは、半島 

 

奥地への上陸作戦実行時。祖父たちは先発隊として船で川を遡っていましたが、浅瀬

に乗り上げてしまい航行が不可能になりました。もうひとつは、突入作戦直前に指揮

を執る小隊長が強烈な腹痛を起こしてしまい、作戦実行できなくなった時。いずれも

祖父たちの隊に代わり、別の隊が作戦を実行したわけですが、全滅してしまったそう

です。さらにもうひとつあったはずなのですが・・・忘れてしまいました。ちゃんと

記録しておけばよかった。 

 過酷な戦争を体験して帰ってきた祖父。そんな祖父ですが、「わしが行った南方は

まだよかった」とも言っていました。近所に「赤名屋のおじいさん」と呼ばれる祖父

と同齢のおじいさんが住んでいて、その人の戦地は満州。戦後何年もシベリアに抑留

されていました。「マレーは暖かく、ジャングルには果物もたくさんあって、食べる

ものに苦労することはなかった。それに比べシベリアはひどい。食べ物も無くとても

寒い。あの人はよく生きて帰ってこられた。」と。祖母曰く誰だかわからないぐらい

真っ黒になって帰ってきた僕の祖父と、戦後何年もたってからひどく痩せて帰ってき

た赤名屋のおじいさん。歩いて２分ほどの所に住んでいたおじいさんと僕の祖父、体

験したことはまるで違います。 

 祖父に戦争の話を聞いたのは僕が中学生・高校生の頃。その時は単純に純粋に「お

じいちゃん、生きて帰ってくれてありがとう」と思っていました。そうでなければ僕

は存在しないわけですから。しかし考えてみれば、極寒の中で強制労働に耐えてきた

赤名屋のおじいさんや、祖父たちの代わりに戦地で亡くなったたくさんの方々がいる

わけです。そういったたくさんの苦労や犠牲があって、今の自分が存在しているのだ

なと感じます。 

 

 １学期の終業式、１０冊を目標に「読書の夏」を宣言した僕は、太平洋戦争に関係

する本を３冊読みました。目の前に現実としてある戦争に対峙している人に思いを馳

せ、その時代というものに思いを馳せて。まだまだ知らないことがたくさんあります。

かつて戦争について語ることがタブー視されるような風潮がありましたが、戦争につ

いて様々な角度から知り、戦争について冷静に批判的に考え、事実を後世に伝えてい

くことが、これからの平和につながっていくと感じた今年の夏でした。 

校長 吉田一春 



 

 

 

 

 

 

 


